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本庄市社会福祉協議会（本庄市社協）では、このたび日本でも数少ない対人関係研究者

による婚活研究チームとの協定を締結しました。 

この協定に基づいた共同プロジェクトに取り組むことで、有効的な結婚支援策を解析し、

交際や成婚により発展しやすい支援策等が生み出されることが期待されます。 

なお、第１号となる研究結果が９月に行われる日本心理学会で発表される予定です。 

また今後は、研究成果等をもとに対人関係研究者監修の婚活イベントを実施していきま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○添付資料 本庄市社会福祉協議会と対人関係研究者との共同プロジェクトについて 

 

 

 

 

 

問合せ先 ○本件記事に関すること 本庄市社会福祉協議会 担当：倉林 

電話：０４９５（２４）２７５５ 

○広報全般に関すること 企画財政部 広報課 担当：飯塚                       

電話：０４９５（２５）１１５５ 

○共同プロジェクトの概要 

 本庄市社協がこれまで取り組んできた、さまざまな結婚支援事業の蓄積をい

かしつつ、どのような人にどのような支援が合っているのか、イベント運営等

を含めて分析しています。イベント後の追跡調査実施等により、婚活イベント

におけるマッチング率（カップル成立率）の上昇だけでなく、「結婚カップル」

の成立に必要な要因を探求します。 

〇研究発表について（日本心理学会第 88 回大会） 

 『メタバースと対面を組み合わせた結婚支援イベントの探索的検討等』 

本庄市社協が昨年度実施した、「メタバースと対面」という先駆的な婚活イ

ベントについて分析した結果を発表します。 

会期：９月６日～８日  

会場：熊本城ホール 

主催：（公社）日本心理学会 

８月末～10 月末頃に発表ポスターを学会大会 HP にて閲覧可能（※有料）

（https://pub.confit.atlas.jp/ja/event/jpa2024） 

より効果的な結婚支援を！ 

～対人関係研究者との共同プロジェクト～ 

https://pub.confit.atlas.jp/ja/event/jpa2024


Pro ject
Overvi ew

共同プ ロ ジ ェ ク ト に わる 研 者のご

協

と 研 者と の

共同プロジェ ク ト に

ついて

　 効果的な 結婚支援には、 結婚を 目指す方一人ひと り のニ ーズに 合わせた 支援が肝要で す。 本庄市社会福祉

協議会で は、 こ れま で 様々な 種類の支援を 実施さ れて いま す。 今回、 本庄市社会福祉協議会と の連携にあ た

り 、 そ う し た 蓄積を 活かし な がら 、 ど のよ う な 人に、 ど のよ う な 支援が合っ て い る のか、 個人の特性と 支援

の形式と の相性に ついて 、 様々な イ ベ ン ト を 企画し な がら 分析し て い き た いと 考え て いま す。 今回、 ま ずそ

の先駆け と し て 、 本庄市社会福祉協議会が昨年度末実施し た メ タ バース と 対面を 組み合わせた 先駆的な イ ベ

ン ト にて 調査を 実施さ せて い た だ き ま し た 。 そ し て 、 メ タ バース と 対面と いう 異な る イ ベ ン ト 形式に おけ る

行動や印象評価、 参加者の特性と の関連について 分析し た 成果を 、 日本心理学会第8 8 回大会、 日本社会学会

第9 7 回に て 発表予定で す。 日本心理学会は日本最大の心理学の学術大会、 日本社会学会は日本最大の社会学

の学術大会で す。 学術大会で の研究発表は、 本庄市社会福祉協議会の取り 組みの有用性を 示すだ けで な く 、

今後の支援に つな がる 重要な 示唆を 得ら れる こ と が期待さ れま す。 な お、 日本心理学会で の発表抄録は、 大

会終了後随時J-st a g eにて 発表論文集と し て 無料公開さ れま す。 公開時期はお およ そ 大会終了から 1 年ほど

の見込みで す。

本庄市社会福祉協議会で は、

よ り 効果的な 結婚支 援事業の開発を

目 指し て いま す

対人 関係研究者から のコ メ ン ト

　 相互に 連携・ 協力する こ と で 、 そ れぞれの強みを 活かし た 支援策の開発が

可能と な る こ と から 、 本庄市社会福祉協議会で は対人関係研究者と 協定を 締

結いた し ま し た 。 具体的には、 イ ベン ト にお ける マ ッ チ ン グ率（ カ ッ プ ル成

立率） の上昇だ け で な く 、 イ ベン ト 後に追跡調査を 実施し 、 「 結婚カ ッ プ

ル」 の成立へ必要な 要因を 探求し て い く 予定で す。 研究倫理に則り 、 個人情

報保護、 情報管理を 厳密に行っ て 、 調査を 実施い た し ま す。 イ ベ ン ト には、

引き 続き 、 安心し て ご 参加し て い た だ く こ と が可能で す。

鬼頭美江 氏 山田順子 氏 甲斐康輝 氏
明治学院大学  准教授 立正大学  助教 パリ第一大学パンテオン・ ソルボンヌ

専門分野

社会心理学

研究テーマ

恋愛関係や友人関係における人

の心理や行動。 対人心理や行動

の地域差や文化差、 生物学的基

盤など。

玉川大学能科学研究所

専門分野

社会心理学

研究テーマ

恋愛関係や友人関係などの対人

関係における心理や行動。 近年

では、 婚活イ ベント やマッ チン

グアプリ など。

専門分野

人口学　 社会学

研究テーマ

フ ラ ンスの人口政策、 結婚、 独身

者、 マッ チングアプリ に関する研

究手法を 、 日本の結婚支援政策研

究に応用し ています。

プロジェ ク ト の

パリ 都市大学　 人口学博士課程


